
 

紅葉が美しい頃となりました。子どもたちはふれあい広場で落ち葉を

拾ったり学習園で芋掘りをしたり、秋を満喫しています。これから寒く

なると戸外での活動が難しくなるので、今のうちに太陽の光を浴びて活

動し、インフルエンザに負けない体づくりができれば、と願っています。 

２学期もあと１ヶ月足らずとなりました。みんな元気で学校生活が送

れますように、引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

文化祭、ありがとうございました！ 

今年度はようやく従来の開催形式で実施することができ、保護者のみなさまだけでなく卒業生

や旧教職員にも観覧いただきました。また、訪問学級の子どもたちは動画での出演に加えて、当

日スクーリングして舞台に出たり、zoom でライブ出演したりと大活躍でした。 

保護者のみなさまのあたたかい応援や拍手をいただき、子どもたちはまたひとつ自信をつけた

ことと思います。本当にありがとうございました。 

 

「学校教育自己診断アンケート」について（お礼） 

先だって実施しました「学校教育自己診断アンケート」にご回答くださった保護者のみなさま、

ありがとうございました。デジタル化推進のため、回答形式を Google フォームに変更しました

が、いかがでしたか？またご意見、ご感想などをお聞かせいただけると幸いです。 

現在、回答を集計して検討しているところです。結果については後日、報告いたします。 

 

ボッチャ体験会 

11 月 22 日（水）大阪発達総合療育センター主催の「ボッチャ体験会」を本校にて行いました。

昨年度に続いて２回目の実施で、前回は小学部 1、2 年・中学部・高等部が参加しましたが、今回

は全学部の子どもたちが参加。同センター所属のパラリンピック選手の指導を受け、みんなで楽

しくプレイしました。特に 2 回目の高等部の子どもたちはルールをよく理解していて、指導され

たとおりにやるとさらに上達し、指導者（パラリンピック選手）が驚かれていたとのことです。 

※ボッチャとは重度脳性麻痺者のためにヨーロッパで考案されたスポーツで、パラリンピック 

の正式種目です。 

 

公開研究授業を行いました 

平野支援だより No.５（９月）にてお伝えしたように、近畿音楽教育研究大会 大阪大会の公開

研究授業を 11 月 10 日（金）に高等部 AB１グループの音楽の授業で行いました。当日は、大阪

府教育センターの指導主事２名と大阪府及び他県の教員 15 名が参加し、授業見学の後、研究協議

を行いました。この大会での学びを、本校の授業力向上に活かしていく所存です。 
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